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DoNotStart ファイルを使用します

テクニカルサポートの指示の下でメンテナンスや設定の手順を実行している場合は、
Server Manager の起動時または再起動時にサービスが開始されないように、
DoNotStart ファイルを使用するよう求められることがあります。

DoNotStart ファイルは、テクニカルサポートから指示があった場合のみ追加または削除してく
ださい。

サービスが開始されないようにするには、そのサービスのディレクトリに DoNotStart ファイルを配置しま
す。Server Manager は起動時に DoNotStart ファイルを検索し、ファイルが存在する場合、サービス（および
それに依存するサービス）は開始されません。DoNotStart ファイルを削除すると、停止されていたサービス
は、 Server Manager が次回起動または再起動したときに開始されます。DoNotStart ファイルを削除しても、
サービスは自動的には開始されません。

すべてのサービスを再開しないようにする最も効率的な方法は、 NTP サービスを開始しないようにすること
です。すべてのサービスは NTP サービスに依存しているため、 NTP サービスが実行されていない場合は実
行できません。

サービスの DoNotStart ファイルを追加します

個別のサービスが開始しないようにするには、グリッドノードのそのサービスのディレ
クトリに DoNotStart ファイルを追加します。

必要なもの

「 passwords.txt 」ファイルが必要です。

手順

1. グリッドノードにログインします。

a. 次のコマンドを入力します。 ssh admin@_grid_node_name

b. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

c. root に切り替えるには、次のコマンドを入力します

d. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

root としてログインすると、プロンプトは「 $` 」から「 #」 に変わります。

2. DoNotStart ファイルを追加します。「 touch /etc/sv/service/DoNotStart 」

ここで 'service' は ' 開始しないようにするサービスの名前です例：

touch /etc/sv/ldr/DoNotStart

DoNotStart ファイルが作成されます。ファイルの内容は不要です。

Server Manager またはグリッドノードが再起動されたときに Server Manager は再起動しますが、サービ
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スは再開されません。

3. コマンドシェルからログアウトします :exit

サービスの DoNotStart ファイルを削除します

サービスを開始できないようにする DoNotStart ファイルを削除するには、そのサービス
を開始する必要があります。

必要なもの

「 passwords.txt 」ファイルが必要です。

手順

1. グリッドノードにログインします。

a. 次のコマンドを入力します。 ssh admin@_grid_node_name

b. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

c. root に切り替えるには、次のコマンドを入力します

d. 「 passwords.txt 」ファイルに記載されたパスワードを入力します。

root としてログインすると、プロンプトは「 $` 」から「 #」 に変わります。

2. service ディレクトリから DoNotStart ファイルを削除します。「 rm /etc/ssv_service_DoNotStart

ここで 'service' はサービスの名前です例：

rm /etc/sv/ldr/DoNotStart

3. サービスを開始します :'SERVICE_SERVICEname_start

4. コマンドシェルからログアウトします :exit
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このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR
5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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